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１　はじめに
　教職実践演習は、文部科学省『教員の免許状
授与の所要資格を得させるための大学の課程認
定申請の手引き』平成 24 年度改訂版によれば、
教職課程で履修してきた授業科目や教職課程外
での様々な活動を通じて、学生が身に付けた資
質や能力が、「教員として最小限必要な資質能
力」として形成されたかについて、課程をもつ
大学が設定する到達目標に照らして最終的に確
認するものであり、文字通り「学びの軌跡の集
大成」と位置づけることができる。本稿は、筆
者が行った 2014 年度の「教職実践演習」の半
年にわたる授業実践をふり返り、また学生の学
びについての考察を行うことで、その取り組み
を学内外に明らかにするとともに、次年度以降
の課題を明らかにすることをねらいとしてい
る。
２　2014 年度教職実践演習授業の概要　 
　本学の教職実践演習の授業の目標は、教育実
習の経験と反省を生かし、またこれまでの教職
課程履修を通して学んできた教員として最小限
必要な知識や技能を確認し、さらにそれらを明
示的かつ実践的に身に付けることである。授業
は、「クラス合同講義」と「クラス別講義」の
２つの柱で構成され、前者はクラスごとの演習
形式の授業、後者は教育委員会や中学校高等学
校の現職教員の講義を受ける講義形式の授業で
ある。 
　本年度の「クラス別講義」の具体的な授業計
画の検討にあたっては、本授業の目標を踏まえ、
以下６点を重視した授業内容を実現することを
めざした： 
1) ケ−ス・スタディ−や参加型のアクティブ
ラーニングのスタイルを取り入れることで、
学生が主体的に関わりながら実践的な学びを
深める機会を提供する 
2) ミクロ・マクロな視点からテ−マや提起され
た問題について考え、理解と学びを深めるこ
とができるような資料と情報を提供する 
3) グル−プまたはペアを単位とする意見交換や
討論、企画を通して、学び合いと協働の機会
を増やす 
4) 専攻、実習教科、中高別など多様な学生で編
成されている混合クラスの特性を活かす 
5) 個人、またはグル−プ単位で、全員が発表活
動を行う機会を設ける 
6) 前後に行われるクラス合同授業のテーマ及び
内容との関連や繋がりを意識する 
以上のような基本方針に基づいて実施された
2014 年度の授業計画は、一覧表の形で表１に
示されている。
− 112 −
教職研究　第 27 号（臨時増刊）（2015）
１、２ ○合同：オリエンテーション、教育実習事後報告会　　＊課題レポート（１）
３ ●教科指導実践の振り返り パ－ト 1：個人のふり返りの後、教科別グル－プ内での共有 
＊①「教科指導実践」振り返りレポート　②リアクション・ペ－パ－（１）
４ ☆教科指導実践の振り返り パ－ト 2：教科・科目別グル－プ発表、およびふり返り 
＊リアクション・ペ－パ－（２）
５ ☆ Show & Tell を利用したプレゼンテ－ション 
●学級経営に関する考察 : 講義に基づいたグル－プ別討論後、全体共有 
＊リアクション・ペ－パ－（３）
６ ●現場の学級経営実践研究：DVD 視聴（中学 3年担任教師の取り組み）と内容のポイント
解説。 グル－プ単位でのふり返り後、全体で共有 
＊リアクション・ペ－パ－（４）
７ ●生徒指導と生徒理解：講義とケ－ス・スタディ－に基づくグル－プ別討論後、
全体で共有 
ペア活動でのアサ－ション体験後、その活用方法についての全体討論 
＊リアクション・ペ－パ－（５） 
★第 14 回実施のグル－プ企画についての概要説明
８、９ ○合同：学校経営・実践研究：中高管理職講話    ＊課題レポ－ト（２） 
１０ ●保護者との連携：講義、ケ－ス・スタディ－、グル－プ別討論後、全体で共有 
＊リアクション・ペ－パ－（６） 
★第 14 回実施のグル－プ企画のグル－プ発表、および準備開始
１１、
１２ ○合同：地域と学校教育の連携研究：地元教委講話　　＊課題レポ－ト（３）
１３ ●進路指導についての考察：進路指導についての講義、グル－プ別演習と討論を経て全体
での ふり返り 
★第 14 回実施のグル－プ企画の最終準備と打合せ　＊リアクション・ペ－パ－（７）
１４ ☆グル－プ企画発表：各発表が終わる毎にフィードバックとコメント、全体でのふり返り 
●授業のまとめ：立教大学での 4年間の教職課程を振り返る 
＊小レポ－ト（１）
表１ 授業計画　※記号：○は合同、●は授業テーマ、☆印は学生による発表活動　＊は提出課題
３　2014 年度教職実践演習の内容　 
 
　2014 年度に行った教職実践演習全 14 回の授
業内容は以下の通りである。 
　第 1、2 回のクラス合同授業では「教職実践
演習」の趣旨を説明するオリエンテ−ションが
行われた。続く「教育実習事後報告会」で、学
生は個別に自分の教育実習全般についてふり返
りを行った後、グル−プに分かれ、各自の実習
について報告し内容を共有した。 
第 3 回，4 回のクラス別授業はいずれも、教育
実習での教科指導実践のふり返りを通して成果
と課題を明らかにすることを目的とした。第 3
回では、まず「教科指導実践ふり返りシ−ト（巻
末「資料１」参照）」の設問に各自が答え、自
らの教育実習における教科指導実践をふり返っ
た。設問は　①「うまくいった指導や実践内容
（授業内容、指導スタイル、生徒の反応）」②「①
の理由（指名方法、板書などの指導技術や資料
ほか工夫点）」③「今後の課題や問題提起」の
3 点である。次に教科別のグル−プに分かれて
内容を共有した後、キ−ワ−ドを用いたポイン
ト整理と検討を促した。最後にリアクション・
ペ−パ−（１）を書かせた後、次回の教科グル
−プ別の報告発表に向けての準備を次回まで
の課題とした。第 4 回は、6 グル−プ（数学・
体育 1、社会 2、国語 2、英語 1、理科・情報
1）による上記①～③についての報告発表会で
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ある。発表条件は、1) 全員参加、2) 6~7 分の
持ち時間、3) キ−ワ−ドを書いたフリップ利
用（写真参照）とした。また発表が終わる毎に、
他グループからのコメントと質疑の時間をとっ
た。まとめも兼ねて最後に私がコメントを述べ
た後、学生はリアクション・ペ−パ−（２）を
提出した。 
 
　第 5 回、6 回のクラス別授業は、学級経営を
通した教師の生徒集団の指導について、グル−
プダイナミックスの観点から学生同士が考えを
深めていくことを目的とした。第 5 回は、学生
各自が、自分が大切に思っている物を持参して
自分を語る「Show &Tell」による自己紹介プ
レゼンテ−ションを行った。人間関係に悩むこ
とが増える中高生に効果的な自己開示の手法を
実際に学生に経験させた上で、クラス開きに
伴って行われる自己紹介、班編成やクラス目標
作り、班活動といった一連の流れは学級集団作
りにどのような意味をもつか、またそこで担任
が果たすべき役割と指導上の留意点ついて、間
に講義をはさみながら、グル−プ討論を行わせ
た。討論は配布したシートの質問に答える形で
まずグル−プ別に行ってから全体で共有する形
をとった。簡単なまとめを行った上で学生には
リアクション・ペ−パ−（３）を課した。続く
第 6 回は、現場の学級経営実践研究を目的とし
て、中学 3 年の担任教師の取り組みを追った記
録（NHK で放映された番組「プロフェッショ
ナル」の DVD 録画）を視聴させた。続いて学
級経営や生徒間の人間関係作りを指導する際の
ポイントについてグル−プ討論を行い、全体に
報告させた。最後に補足資料を配付した上で、
視聴した現場の学級経営で活用されていた構成
的エンカウンタ−の手法、学習集団指導のポイ
ント、さらに学級経営者として教師に求められ
る資質能力について、まとめをかねて講義を
行った。質疑の後、学生はリアクション・ペ−
パ−（４）を提出した。 
　第 7 回のクラス別授業の目標は、ケ−ス・ス
タディ−を通して、生徒理解や対人関係能力に
ついての理解を深め、学生の生徒指導の力量を
高めることであった。学生によるロ−ル・プレ
−で、生徒間の暴力が絡む教師―生徒間の問題
行動場面を再現し、場面に応じた生徒への対応
についてまずペアで、次に全体で討論を行わせ
た。続いて、正しい生徒理解に基づく適切な生
徒指導に必要な視点と具体的な指導のあり方に
ついての講義を行った。さらにアサ−ションを
中心とするソ−シャルスキル・トレ−ニングを
体験させ、ソ−シャルスキルの教育現場での具
体的な活用や指導上のポイントについて全体で
理解を深めた。授業全体のふり返りとして最後
にリアクション・ペ−パ−（５）を提出させた。 
　第 8．9 回のクラス合同授業では、学校経営
研究を目標として中高管理職による講話が行わ
れた。具体的には、「学校マネージメント、及
び多様化する保護者への対応」をテ−マに、立
教池袋中学校高等学校校長が学校経営・実践研
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究に関する講演を行った。中学高校の現場で起
こっている問題や直面している課題について、
事例もふくめて具体的な話を聞くことができ
た。終了後、学生には課題レポ−ト（２）を課
した。 
　第 10 回の「保護者との連携についての考察」
をテーマとするクラス別授業では、社会性や対
人関係能力など、組織の一員として、また成熟
した社会人として教師が身に付けるべき資質・
能力について、ケ−ス・スタディ−を通して学
生に考えさせることを目標とした。具体的には、
不登校の子供をもつ保護者への対応についての
ケ−ス・スタディ−を行って、状況と場面に応
じた適切な保護者への対応と連携のあり方につ
いてグル−プ及び全体で検討した。また不登校
については、様々な要因が絡んでいることが多
いため、授業では不登校対応についての専門的
な知識や情報提供も兼ねた講義を行った。最後
にふり返りのためのリアクション・ペ−パ−を
課した。 
　第 11，12 回のクラス合同授業は、地域と学
校教育の連携をテーマに、学校と地域の関係性
をいかに構築するかを学生が考える視点と材料
を提供することが目標であった。授業では、地
元豊島区教育委員会教育長が「豊島区における
地域と学校の連携した教育の実際」と題して講
演を行わった。豊島区の歴史や取り組んでいる
プロジェクトにも言及しながら、地域とのつな
がりの中で教育活動を行うことの可能性と重要
性が具体例を通して示された。学生には内容の
ふり返りを兼ねて、課題レポ−ト（３）の提出
を課した。 
　第 13 回のクラス別授業では、自立につなが
る進路指導のあり方について学び、HR 指導案
の作成も含めて、適切な進路指導をおこなう力
量を高めることを目標とした。まずはニ−ト問
題の原因や社会背景を考えることで、進路指導
を行う際に必要な視点について全体で検討し
た。その後生徒 1 人 1 人の生き方に寄り添う進
路指導について講義を行った。さらに個別面談
やリフレーミングなど進路指導に効果的なアプ
ローチや HR 企画について、グループ討論でア
イデアを出し合い、全体で共有した。最後にリ
アクション・ペ−パ−（６）を提出させた。 
　最後のクラス別授業となった第 14 回の授業
では、教職実践演習の総仕上げとしてグル−プ
企画の発表会を行った。グル−プ編成は、男
女、教科、中高など、過去に組んだことがほと
んど無いメンバ−編成を意図して教師の側で
行った。全部で 6 つのグル−プが、「LHR の企
画」「学年集会の企画」「学年通信の発行」から
テ−マを 1 つ選び、これまでに教職実践演習で
学んできたことをふまえて良好な人間関係作り
をめざす企画を考え、第 7 回の授業以降、グル
−プ毎に準備を進めてきた。各グループは、1) 
全員参加、2) 8 ～ 10 分の持ち時間 3) 発表内容
に、企画のねらいと概要、手順と指導のポイン
ト、企画内容のイメージ化を含むことを条件と
して、それぞれの発表を行った（写真はグル−
プ発表で「HR 企画」として提案された活動で
使用された資料の１つ）。授業の最後には、本
学で学んできた教職課程履修全体のふり返りと
なるレポートを学生に提出させた。 
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４　考察～課題レポ－トや授業中の発言にみる
教職実践演習からの学生の学びについて 
 
　表１に示したとおり、学生は半年間にリアク
ション・ペ−パ−を計 7 回、課題レポ−トを計
3 回、最終回に小レポ−トを提出している。こ
こでは学生が提出したレポートの中から典型的
なコメントを紹介しながら、教職実践演習での
学生の学びについて考察を試みたい。 
　第 3 回 ~4 回にかけて行った教科指導実践の
ふり返りについてリアクション・ペ−パ−から
は、「自分の課題が整理できてよかった」、また
異なる教科の発表について「音に出す、ペア・
ワークなどこれまで考えたことがない発想が新
鮮だった」「自分の教科では普段気づけない視
点を得た」「同じ教科でも科目が違うと全く異
なる効果的なアプローチがあって驚いた」など、
授業指導につながる新たなヒントや手がかりを
得ることができたことを示す感想が数多くみら
れた。この 2 回の授業での学び合いを通して、
学生達が自らの教科指導における教育実習体験
の成果を確認できただけでなく、様々な視点か
らのふり返りを通して学びを深めるきっかけに
なったことがよく伝わる内容であった。 
　第 5 回、6 回は、学級経営という、学生が自
分自身の経験に基づいて意見を述べることがで
きる分かり易いテーマであったせいか、授業で
は「班編成」の方法やクラス開きで考慮すべき
点について、活発に意見が出された。リアクショ
ン・ペ−パ−も裏面まで使ってコメントを書い
た学生が多かった。「Show &Tell」による自己
紹介プレゼンテ−ションは「単なる情報」でな
く「生徒同士の対話を引き出す」また「個性を
伝える」機能があると気づいたこと、またその
後の話し合いを通して「これまでグループ活動
や自己紹介の意味を考えたことがなかった」が
「実際に班単位で自分がやってきた活動を思い
出すと、実は緻密に計算された教師の働きかけ
があったことに気付かされた」という声が多く、
議論を通して学級集団作りについて気づきや発
見があったことが伝わるものであった。中には
「教育実習の前にこのような授業があれば生徒
に対してもう少し別のアプローチができたと思
う」などのコメントもあったが、全体としては、
教師の関わりについて掘り下げて分析する視点
が弱い点がやや気になった。 
第 8．9 回「最近の中高における学校経営の実際」
では学校全体を俯瞰できる立場にある校長から
話を聞くことができたせいか、レポ−トを読む
と、実際に学校で起こっている事例を聞いて「生
徒、保護者、教師の信頼関係を気付くことがい
かに大切か」を実感できたという感想が多かっ
た。同時に「生徒と教師の距離感」や「立場の
違い」を意識した上で人として信頼される教師
になることの重要性に言及したコメントも目立
ち、前回の授業の反省点を補う形となった。さ
らにこの回に保護者の実情について話を聞いた
ことが、続く第 10 回のテ−マである「保護者
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との連携」について考える材料となったらしい。
第 10 回のコメントからは保護者との連携の必
要性が現場で必要とされていることを実感して
いる様子が伝わってきた。だが、彼らの知識と
経験はまだ不十分で、保護者に対する適切な教
師の対応を考えることが容易ではないことは明
らかである。保護者と教師の信頼関係の構築に
ついて、学生が理解を深めていくためには、今
後より適切な授業指導を考える必要があるだろ
う。 
　第 11,12 回の「地域と学校教育の連携」をテー
マにした講演については、「普通の教科指導で
は学べないことを学べる場」としての地域を見
直すとともに、「地域素材の教材の利用」が「異
なる価値観を学ぶきっかけとなることに気づい
た」といったコメントが予想以上に多かった。
だがその一方で、「連携は大切だと思う」とい
う抽象的なコメントを記載している学生がいた
のも事実で、学生自身が実際にどれだけ社会や
地域組織と接点を持っているか、という点が大
きく影響していると思われる。このような学生
に対してどのような形で切り込んでいけるか、
という点については、今後さらに検討する必要
があるであろう。 
　進路指導をテ−マとする第 13 回のリアク
ション・ペ−パ−には、自分の進路を決めた時
の体験を重ね合わせながらコメントを書いた学
生が多かった。「数値だけで進路を決めてしまっ
た」、また「教師の進めるままに受験校を決めた」
ことを後悔している学生もいた。さらに進路決
定には担任教師の影響が大きいことを指摘した
上で、具体例をあげながら「多様な視点と情報
を提供し」、広い視野からキャリア教育を行う
ことの重要性に言及するコメントも複数あっ
た。適切な進路指導のあり方について、より学
生の理解が深まったことへの手応えを感じるこ
とができた。 
　学生は、最終回第 14 回で行ったグル−プ企
画の発表会のために、授業の合間をぬってグル
−プ毎に集まって精力的に準備に取り組んでい
た。発表された企画の多くは、いずれも生徒間
の人間関係作りにつながる工夫と細やかな配慮
がある優れた内容で、教職課程でのこれまでの
学びが見事に反映するものであった。他の教師
との連携や次の企画まで視野にいれた発表さえ
あった。この企画を通して学生自身の人間関係
作りへの視点を経験的に学ばせたいと考えた担
当教員のもう１つの意図は、学生の優れた発表
とその力量に反映される結果となった。 
　 
５　おわりに　 
 
教職実践演習は、導入されて 3 年目を迎えると
はいえ、まだ新しい科目である。授業内容や指
導を検討するための専門の文献や先行研究は乏
しく、その指導については、手探りの中でより
効果的な指導を模索する状況が続いている。だ
がその一方で、この教職実践演習は、教職をめ
ざす学生にとって、教職課程の総仕上げの科目
としていかに重要な意味をもつか、授業担当者
としてますますその認識を強めているのも事実
である。今回の考察を通して明らかになった問
題点は言うに及ばず、より質の高い授業指導を
行うための理論を構築すべく、本科目の指導の
あり方についての検討を続けていくことを、今
後の研究課題としたい。 
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資料１　 
 
立教大学教職実践演習②                                                                2014/9/30 
教科指導実践 ふり返りシート 
 
①教壇実習教科 ( 科目名 )：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
②実習校：{ 中学 ・ 高校 ・ 両方 } ←丸で囲む 
 
＊以下③～⑤については記入後、ポイント内容を表すキーワードに下線を引くこと 
③うまくいった教科指導の内容と理由：授業内容と指導スタイル、生徒の反応ほか 
…………………………………………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………………………………………………
 
④うまくいった教科指導とその理由：指導技術や工夫点 
< 例 > 指名方法、板書、学習形態、資料利用、補助教材ほか、効果、工夫点 
…………………………………………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………………………………………………
 
⑤教科指導実践を踏まえての問題提起 ( 疑問点、質問、悩みなども含む ) 
…………………………………………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………………………………………………
………………………………………………………………………………………………………………………… 
…………………………………………………………………………………………………………………………
学科・専修 [　　　　　　　　　　　　　　　　] 学生番号 [　　　　　　　　　　　] 
専用番号 [　　] 氏名 [　　　　　　　　　　　　　　　　] 
